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● 現在の研究について 

◎博士学位は経済学（名称は「経済学」ですが実質は

「経営学」）、修士学位は法学（企業法の分野）です。

また、起業（経営者）経験や税理士事務所所長とし

て税理士資格を活用した経営コンサルティング等、

大学以外の世界を経験しているせいか、研究のため

の研究（机上の空論）には余り関心がありません。 

  

◎永遠に通用するビジネスモデルは存在しませんし、

ビジネスモデルイノベーションの９割以上は、他業

界の既存のアイデアや概念の組み合わせに過ぎま

せん。こうした現実を踏まえたうえでビジネスモデ

ルイノベーションの研究に取り組んでいます。 

 

◎「事業計画書」の読み手の多くは我が儘です。我が

儘な読み手を動かすためには、彼らの要求を満たす

ものを提供する必要があります。事業計画書で大切

なことは、その事業の可能性を伝えることであり、

そのためには根本となる事業自体が魅力的でなけ

ればなりません。新しいビジネスモデル構築にとど

まらず、作成目的に応じてアピールポイントを効果

的に記載した事業計画書の作成も含めたスタート

アップ支援について研究をしています。 

 

◎わが国の上場企業では、いわゆる「サラリーマン社

長」が少なくなく、また、前経営陣が「相談役」等

の肩書を与えられて現経営陣への影響力を行使す

る傾向も見られます。さらに、形式的に（お飾り

の？）社外取締役を置いている企業も残念ながら少

なくないのが現状です。こうした企業におけるコー

ポレート・ガバナンスの実効性確保に必要な現実的

な対応について研究を進めています。 

 

● 今後進めていきたい研究について 

◎今後も、ビジネスモデルイノベーション及び作成目

的に応じてアピールポイントを効果的に記載した

事業計画書の作成について、実行支援を重ねながら

研究を進めて参る所存です。 

 

◎コーポレート・ガバナンスについて、産業界、公認

会計士、税理士、弁護士等の実務家の皆様とも協力

しながら学際的研究を進めて参る所存です。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

◎ビジネスモデルイノベーションによるスタート

アップ支援及び企業の新規事業開発支援を進め

て参りたいと考えています。また、異なる価値観

を有する社外取締役の有効により「攻め」のガバ

ナンス実行を本気で考える企業の支援を進めて

参りたいと考えています。 

  

  ◎日本ソムリエ協会認定ワインエキスパート、

WSET International Higher Certificate 及び一般

旅行業務取扱主任者の各資格を持ち、日本の全 47

都道府県と世界約60ヶ国を旅した経験を活かし、

ワインや観光等で地域振興を図りたいとお考え

の組織の支援を進めて参りたいと考えています。 

 

● これまでの連携実績 

◎「戦略的ガバナンス研究委員会」委員長として、

産業界、公認会計士、弁護士、学識経験者の皆様

方と実効あるコーポレート・ガバナンスについて

幅広く、突っ込んだ議論をさせて頂きました。 


